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Microsoft Virtual Server R2 およびその他の仮想マシン テクノロジを使用した
2005 年 10 月
Microsoftサーバー製品のライセンス
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仮想マシン テクノロジを使用した Microsoft サーバー製品のライセンス
このライセンス簡易ガイドでは、サーバー オペレーティング システムおよびサーバー アプリケーション向けのマイクロソフト のライセンス モデルに加えられた更新内容の概要を説明します。また、これらの更新モデルの下でソフトウェアを展開して使用できるように、既存のライセンス ポリシーについても説明しています。これらの更新内容は、デスクトップ オペレーティング システムやデスクトップ アプリケーションには適用されません。このガイドの目的は、Microsoft® Virtual Server 2005 R2 などの仮想マシン テクノロジを使用した Microsoft サーバー製品の使用方法を説明することにあります。仮想マシン テクノロジを使用しないお客様には、このガイドの内容はあまり重要ではありません。
このライセンス簡易ガイドで説明している更新の多くは、マイクロソフト ボリューム ライセンス以外のチャネルで購入したライセンスに適用されます。ただし、適用される内容に一部違いがあります。マイクロソフト ボリューム ライセンス契約以外の方法でライセンスを取得した場合は、ソフトウェアに記載されている契約条項を参照してください。
それらの条項に関する定義は、この簡易ガイドの末尾に記載されています。仮想マシン テクノロジおよび Microsoft サーバー製品の使用権を理解する上で役立ちますので、これらの条項についての説明をご覧ください。
x86 および x64 ハードウェア プラットフォームでの仮想マシン テクノロジ
仮想マシン (VM) テクノロジを使用すると、単一の物理的なハードウェア システム (サーバーなど) で複数のオペレーティング システム環境 (OS 環境) を実行することができます (図 1)。VM テクノロジ以前では、サーバー上で同時に実行できるのは 1 つの OS 環境 (サーバーで直接実行される物理 OS 環境) に限られていました (図 2 - A)
。Microsoft Virtual Server 2005 R2 のような現在のテクノロジでは、物理 OS 環境内の OS の最上部に層を作ることにより、同一サーバー上で複数の OS 環境を実行しています (図 2 - B)。VM テクノロジは、仮想化されたハードウェア リソースを仮想ハードウェア システムまたは仮想マシンに配置することで動作します。仮想 OS 環境は仮想マシン上で実行されます。マイクロソフトやその他のベンダが今後発表するテクノロジでは、OS 内で仮想サービスを直接展開し、Hypervisor を使用してサーバー上のそれぞれの OS 環境にリソースを配置することになります (図 2 - C)。Intel および AMD (Adcanced Micro Devices) 製のプロセッサには、2006 年以降、x86 および x64 ハードウェア プラットフォーム上での VM テクノロジのパフォーマンスを向上するテクノロジーが搭載される予定です
。
図 1 - 物理ハードウェアおよび仮想ハードウェアと OS 環境
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図 2 - 物理 OS 環境と仮想 OS 環境
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VM テクノロジのメリットと機能
マイクロソフトは、VM テクノロジの開発と VM テクノロジへの投資を継続し、多くのメリットと機能を提供してまいります。具体的な内容は以下のとおりです
。
運用サーバーの統合: ハードウェアの最大活用とワークロードの統合を通して総保有コスト (TCO) を削減
· レガシ アプリケーションの再ホスティング - VM テクノロジでは、古い OS を必要とするレガシ アプリケーションを VM 上でその古い OS を展開して実行できます。VM は最新のハードウェアや最新の OS を搭載したサーバーで実行できます。このテクノロジを使用すると、アプリケーションをアップグレードしたり ISV サポート ポリシーに抵触することなく、多くのアプリケーションを利用することができます。
· サーバーの統合 - VM テクノロジを使用すると、多数のサーバーで OS の個別のインスタンスとして実行されているさまざまな負荷を少数のサーバーに統合することができます。このテクノロジを使用すると、同一または異なる種類の OS インスタンス、または同じ OS であっても適用されている修正プログラムが異なるOSインスタンスを 1 つのサーバー上で実行することができます。
· リソースのパーティショニング - VM テクノロジを使用すると、OS 環境のリソースに制限を設けることができます。このテクノロジでは、サーバーが持つリソース (プロセッサ、メモリなど) 全体のサブセットのみが特定の OS 環境で使用されるように制限することができます。
ビジネスの継続性の管理: 定期および臨時のダウンタイムの排除
· 負荷の配置と準備 - VM テクノロジでは、OS のインスタンスと、そのインスタンスで実行するよう構成されているアプリケーションを仮想ハード ディスク (VHD) ファイルにパッケージ化することができます
。ライセンス供与されたサーバーであれば VHD ファイルを直ちに展開し、OS に含まれているワークロードを実行することができます。ネットワーク上の複数のサーバーにまたがる複雑なワークロードについては、関連する VHD ファイルを一緒に展開することですばやく準備することができます。ワークロードは、そのワークロードに関連する VHD ファイルをコピーすることで簡単に複製できます。この機能によって、中央のストレージにワークロードが構成済みの VHD ファイルの中央ライブラリを保存し、必要に応じてそれらをサーバーに展開することが可能になります。
· OS およびアプリケーションのパッチとロールバック - VM テクノロジおよび管理テクノロジを使用すると、事前に構成された OS およびアプリケーション インスタンスを持つ VHD ファイルにオフラインで修正プログラムを適用することができます。更新されたこれらの VHD ファイルは、迅速に運用インスタンスにスワップすることができます。これにより、重要なシステムへの修正プログラムの適用に要する時間が数分にまで短縮されます。その結果、オフライン テストと運用テストの時間を確保できるようになり、高速ロールバックも可能になります。
· バッチ ジョブ - VM テクノロジをスクリプトやスケジューラと共に使用すれば、事前に定義したスケジュールに従ってサーバー上のワークロードを自動的に開始および停止することができます。
· 隔離とサンドボックス - VM テクノロジでは、信頼されていないアプリケーションを実行するための、保護および隔離された OS 環境を作成することができます。適切なセーフガード メカニズムとセキュリティ メカニズムにより、これらの OS 環境をサンドボックスとして機能させ、その他のアプリケーションやサーバー インスタンスがクラッシュしないようにすることができます。さらに、悪意のあるコードが、同一サーバー上またはネットワーク内の別のサーバー上にあるその他の OS 環境に影響を及ぼさないようにするためにもこのテクノロジは貢献します。
· マルチコア プロセッサ
およびマルチプロセッサ サーバーでのパフォーマンスと信頼性の向上 - VM テクノロジでは、OS 環境の実行をサーバー内の最適なコアまたはプロセッサに継続してシフトすることができます。サーバー全体のプロセシング リソースのサブセットだけを使用するように特定の OS 環境が構成されているときは、必要に応じてこれらのリソースを別々の物理プロセッサに振り分けることができます。
ダイナミック データ センター: 機敏なインフラストラクチャの作成に向けた仮想化のメリットの有効活用
· ワークロードのモビリティ - VM テクノロジでは、OS 環境の実行状態のすべてをカプセル化することができます。この機能があるため、OS 環境を一時的に停止し、関連する VHD ファイルを移動することで、実行中のワークロードをライセンス供与されたあるサーバーから別のサーバーに移し、稼動を継続することができます。
開発とテスト: テスト ハードウェアを最大限に活用することで、コストの削減、ライフサイクル管理の改善、およびテスト範囲の拡大を実現
· 開発とテスト - VM テクノロジは、ソフトウェア開発、テスト、およびステージングのそれぞれの環境で強力なツールとして使用できます。このテクノロジでは、ステップごとのデバッグやワークロードごとのパフォーマンスの監視を行うことができます。また、最適なシナリオとハードウェア構成で適切なオペレーションが行われるようにするためのテスト シナリオの作成用に使用されます。さらに、複数のサーバーのネットワークにまたがって実行されるワークロードのオペレーションをシミュレートするためにも使用されます。
マイクロソフトのサーバー製品のライセンス モデルの更新
マイクロソフトは、お客様に VM テクノロジのメリットと機能をご活用いただけるように、サーバーのライセンス モデルを更新します。これらの更新されたライセンスモデルの下でマイクロソフトのソフトウェアを使用する方法をご理解いただけるように、既存のライセンス ポリシーについても説明します。VM テクノロジを使用されないお客様には、このガイドの内容は Microsoft サーバー製品を使用する上であまり重要ではありません。
概要
以下の表に、既存のライセンス ポリシーから更新されたライセンス モデルの内容と説明の概要をまとめました。詳細および事例については、ホワイト ペーパー (http://www.microsoft.com/japan/licensing/brief/default.mspx) をご覧ください。ライセンス簡易ガイドおよびホワイト ペーパーは、お客様のマイクロソフト ボリューム ライセンス契約に記載されている権利義務を細かく説明するものではありません。ライセンス モデルに対する更新は、2005 年 12 月 1 日現在の製品使用権 (PUR) の対象となるすべてのサーバー製品に対する新しいライセンスに適用されます。これらの製品については、12 月 1 日以前に取得したライセンスに今回の更新を適用するかどうかを選択することもできます。ただし、これらの更新のいずれかを既存のライセンスに適用する場合は、すべての更新内容を既存のすべてのライセンスに適用する必要があります。たとえば、Microsoft SQL Server™ 2000 は 12 月 1 日現在の PUR では対象外となっているため、今回の更新はこの製品のライセンスには適用されません。Exchange Server 2003 は 12 月 1 日現在の PUR では対象製品となっているため、12 月 1 日以前に取得されたこの製品のライセンスに今回の更新を適用することができます。
	製品
	更新内容および説明

	12 月 1 日現在の PUR に記載される、マイクロソフト サーバー ライセンス モデルに含まれるすべての製品
· Microsoft Windows Server™ 2003
· Exchange Server 2003
· Virtual Server 2005 R2

· その他
	更新内容
· サーバーにインストールして使用できるソフトウェアのコピーの数ではなく、同時に実行するソフトウェアのインスタンス数に対して、ソフトウェア ライセンスが必要になります。
· 各ソフトウェア ライセンスで、そのソフトウェアのインスタンスをお客様のサーバーまたは記憶媒体のいずれかに必要な数だけ作成して格納することができます。ライセンス供与されたサーバーであれば、それらのインスタンスを簡単に実行できるようになります。
説明
· サーバー製品については、ライセンスの下でソフトウェアを使用する前に、そのライセンスをサーバーに割り当てる必要があります。
· 各ハードウェアのパーティションまたはブレードは個別の物理ハードウェア システムであるため、個別のサーバーと見なされます。
· サーバー製品のソフトウェア ライセンスは再割り当てできますが、短期の再割り当てはできません。つまり、最後に割り当てた日から 90 日間が経過する前に再割り当てを行うことはできません。ハードウェアが故障したためにライセンス供与されたサーバーを廃棄する場合は、この期間内でも再割り当てすることができます。
· 特に明示されている場合を除き、OS 環境が同一のサーバー上にあるとしても、単一ライセンスの下でソフトウェアを分割して複数の OS 環境で実行することはできません。

	12 月 1 日現在の PUR に記載された、マイクロソフト サーバー OS ライセンス モデルおよびマイクロソフト サーバー/CAL ライセンス モデルに含まれる製品
· Windows Server 2003

· Exchange Server 2003
· SQL Server 2005
· その他
	更新内容
· エクスターナル コネクタ ライセンス (EC) ごとに、任意の数の外部ユーザーが特定のサーバー上にあるサーバー ソフトウェアのインスタンスにアクセスすることができます。このとき、アクセスできるインスタンスの数に制限はありません。また、それらのインスタンスがそのソフトウェアの複数のライセンスの下で実行されている場合もこの更新内容が適用されます。
説明
· クライアント アクセス ライセンス (CAL) ごとに、クライアント デバイスなどの特定のデバイス上にある任意の数の OS 環境がサーバー ソフトウェアにアクセスできます。デバイス上の OS 環境ごとに個別のデバイス CALを取得する必要はありません。

	12 月 1 日現在の PUR の管理サーバー ライセンス モデルに含まれる製品
· Microsoft Operations Manager 2005
· Systems Management Server 2003

· System Center Data Protection Manager 2006

· その他
	説明
· 管理ライセンス (OML、CML) ごとに、クライアント デバイスなどの特定のデバイス上にある任意の数の OS 環境をサーバー ソフトウェアで管理できます。管理対象のデバイス上の各 OS 環境を管理するために、別の管理ライセンスを取得する必要ありません。

	12 月 1 日現在の PUR のプロセッサ ライセンス モデルに含まれている製品
· Microsoft BizTalk® Server 2004

· SQL Server 2005
· ISA Server 2004

· その他
	更新内容
· 仮想 OS 環境で実行されるソフトウェアのライセンスは、その仮想 OS 環境で使用される仮想プロセッサの数に基づいて供与されます。サーバー内の物理プロセッサの総数ではありません。
· ソフトウェアを仮想 OS 環境で実行する場合は、特定のサーバー上で仮想 OS によって使用される仮想プロセッサごとにライセンスを取得する必要があります。仮想プロセッサの総数がそのサーバーに搭載された物理プロセッサの数より多いか少ないかは問いません。
· 物理 OS 環境でソフトウェアを実行する場合は、物理 OS 環境で使用される物理プロセッサごとにライセンスを取得する必要があります。


マイクロソフトは、Windows Server 2003 R2 Enterprise Edition および SQL Server 2005 の使用権を拡張します。拡張された使用権の要約を次の表に示します。拡張された内容は特定のエディションにのみ適用されます。表に記載のある製品のそれ以前のバージョンには適用されません。
	製品
	使用権の拡張内容

	Windows Server 2003 R2 Enterprise Edition
	· 同時に実行できるサーバー インスタンスの数は、各ソフトウェア ライセンスとも、1 つの物理 OS 環境で 1 つ、特定のサーバー上の仮想 OS 環境で最大 4 つとなります。

	サーバー/CAL モデルのライセンスを取得した SQL Server 2005 の Workgroup Edition、Standard Edition、および Enterprise Edition
	· 特定のサーバー上の 1 つの物理 OS 環境または 1 つの仮想 OS 環境で同時に実行できるサーバー ソフトウェアのインスタンスの数に、各ソフトウェア ライセンスとも制限はありません。


定義
サーバー: 「サーバー」とは、サーバー ソフトウェアを実行できる物理的なハードウェア システムを指します。ハードウェアのパーティションまたはブレードは個別の物理ハードウェア システムと見なされ、個別のサーバーとなります。[image: image9.png]
図 D1 - サーバーの種類
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インスタンス: ソフトウェアのセットアップまたはインストールの手順を実行し、ソフトウェアのインスタンスを作成します。既存のインスタンスを複製することでソフトウェアのインスタンスを作成することもできます。ソフトウェアのインスタンスは、ソフトウェアを構成する一連のファイルです。このインスタンスは実行可能形式で格納され、すぐに実行できます。
例: 
· ハード ディスクにインストールされた Windows Server 2003 は、Windows Server 2003 のインスタンスです。
· VHD ファイル (またはその他のイメージ フォーマット) にインストールされた Exchange Server は、Exchange Server のインスタンスです。
· Windows Server 2003 上にインストールされた Exchange Server を含む VHD ファイルには、Windows Server 2003 および Exchange Server のインスタンスが含まれています。その VHD ファイルをコピーすると、Windows Server 2003 のインスタンスと Exchange Server のインスタンスがそれぞれ 1 つずつ作成されます。その VHD ファイルをもう 1 つのサーバーに配置すると、Windows Server 2003 のインスタンスと Exchange Server のインスタンスがそのサーバーにそれぞれ 1 つずつ作成されます。
インスタンスの実行: ソフトウェアのインスタンスをメモリに読み込んで、その命令を 1 つ以上実行します。インスタンスを一度実行すると、そのインスタンスは、命令が実行されているか否かに関係なく、メモリから削除されるまで実行されているものと見なされます。
例: 
· 既存のインスタンスを単にコピーしただけでは実行されているとは見なされません。これは、命令がまだ実行されていないためです。
· Exchange Server のインスタンスをメモリに読み込み、命令の 1 つを実行すると、Exchange Server のインスタンスを実行していることになります。すべての実行リソースを別のアプリケーションに移すことでそのインスタンスの命令の実行を一時停止したとしても、Exchange Server のインスタンスはメモリに読み込まれたままとなっているため、そのインスタンスは実行されているものと見なされます。インスタンスの実行を停止するには、その命令の実行を終了し、メモリから完全に削除する必要があります。
ライセンスの割り当て: 「ライセンスの割り当て」とは、単にそのライセンスを 1 つのデバイスまたはユーザーに指定することを指します。この指定の目的は、複数のデバイスまたは複数のユーザーが 1 つのライセンスを同時に使用することを避けることにあります。
図 D2 - ライセンスの割り当て
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オペレーティング システム (OS) 環境: 「OS 環境」とは、OS の 1 つのインスタンスと、その OS 上で実行するように構成されているアプリケーションがある場合はそのアプリケーションのインスタンスです。OS 環境には、物理環境と仮想環境の 2 種類があります。物理 OS 環境は、物理ハードウェア システム上で直接実行するように構成されます。仮想 OS 環境は、仮想 (またはエミュレート) ハードウェア システム上で実行するように構成されます。物理ハードウェア システムは、次のいずれかまたは両方を持つことができます。
· 1 つの物理 OS 環境
· 1 つ以上の仮想 OS 環境
図 D3 - サーバー上の OS 環境の種類
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物理プロセッサおよび仮想プロセッサ: 「物理プロセッサ」とは、物理ハードウェア システム内のプロセッサを指します。物理 OS 環境では物理プロセッサが使用されます。「仮想プロセッサ」とは、仮想 (またはエミュレート) ハードウェア システム内のプロセッサを指します。仮想 OS 環境では仮想プロセッサが使用されます。
図 D4 - 物理および仮想ハードウェア システムとリソース
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仮想プロセッサは、その基にある物理ハードウェア システムの物理プロセッサと同じ数のスレッドとコアを持っているものと見なされます。マイクロソフトではこの定義を採用し、2004 年にマルチコア プロセッサ向けに公開したライセンス ポリシーのメリットをお客様が活用できるようにしています
。信頼性とパフォーマンスを向上させるため、VM テクノロジでは、サーバー内にある別々の物理プロセッサのリソースを割り当てて、特定の OS 環境が使用できる仮想プロセッサを作成することができます。サーバー内の 1 つの物理プロセッサに 2 つのコアがある場合、ライセンスの目的から、それらのコアが別の物理プロセッサから割り当てられていときでも仮想プロセッサごとに 2 つのコアがあるものと見なされます。たとえば、次の図 D5 では、仮想プロセッサ 1 には物理プロセッサ 1 のコアと物理プロセッサ 2 のコアが割り当てられています。その仮想プロセッサは別の物理プロセッサのコアを使用していますが、サーバー内の物理プロセッサと同じ数のコアを持っているので、単一の仮想プロセッサのみであると見なされます
。
図 D5 - 仮想プロセッサへのコアの割り当て
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例: 
· サーバー B はデュアルコア プロセッサを搭載しているものとします。サーバー B 上の仮想 OS 環境で SQL Server (プロセッサ向けライセンスを取得) を実行している場合、ライセンスの目的から、仮想 OS 環境ごとに各仮想プロセッサは同様に 2 つ以下のコアを搭載することができます。それらのコアが同じ物理プロセッサから割り当てられているかどうかは問いません。
· サーバー C は 4 つのコア プロセッサを搭載しているものとします。サーバー C 上の仮想 OS 環境で BizTalk Server を実行している場合、ライセンスの目的から、仮想 OS 環境ごとに各仮想プロセッサは同様に 4 つ以下のコアを搭載することができます。それらのコアが同じ物理プロセッサから割り当てられているかどうかは問いません。
� ハードウェアのパーティショニング テクノロジは、1 つのハードウェア システム上で複数の OS 環境を実行するためにも使用できます。ただし、このテクノロジを使用できるのは主にハイエンド システムです。





� Intel のテクノロジは VTと呼ばれ、AMD のテクノロジは Pacifica と呼ばれます。


� Microsoft Virtual Server R2 で使用できるその他の機能、メリット、およびシナリオについては、�HYPERLINK "http://www.microsoft.com/japan/windowsserversystem/virtualserver/default.mspx"��ここ�をクリックしてください。


� Virtual Server では VHD フォーマットが使用されます。他のベンダのテクノロジでは別のフォーマットが採用されていることがあります。


� マルチコア プロセッサおよびマルチコア プロセッサ向け Microsoft ライセンス ポリシーの詳細については、�HYPERLINK "http://download.microsoft.com/download/5/8/f/58fce148-01d7-457d-9a8b-52df61fb27ba/multi_core_lic102504.pdf"��ここ�をクリックしてください。


� このポリシーの詳細については、� HYPERLINK "http://download.microsoft.com/download/5/8/f/58fce148-01d7-457d-9a8b-52df61fb27ba/multi_core_lic102504.pdf" ��ここ�.を参照してください。


� 説明のため、この例およびイラストでのライセンス カウントは、物理 OS 環境における Windows Server および Virtual Server のインスタンスは表示していません。





11

